
特集：

働き方改革を通じた企業価値向上
働き方改革は、人的資源の高度化と事業機会獲得の2つの面から、当社にとって優先的に取り組むべき重要なテーマです。2007

年からICTとオフィスの什器やオフィス空間設計などのファシリティ施工力を組み合わせた「EmpoweredOf�ce」を提唱し、社内
で働き方改革を実践し続けるとともに、その過程で蓄積してきたノウハウも活かしてお客さまにソリューション・サービスとして提供
しています。

売上総利益率
（%）
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当社の働き方改革10年のあゆみ
オフィス改革からスタートした
当社の働き方改革は、 
本社から全国拠点へ、さらに 
場所を問わない働き方を実現する
テレワークの取り組みへと 
進化してきました。

2007年 オフィス改革「EmpoweredOf�ce」事業開始 
 品川本社の一部でオフィス改革を実践
2010年  飯田橋本社移転を機に本社全体で実践を開始

主な成果

 オフィス面積 32%削減
 電力消費量 52%削減
 コピー用紙 60%削減
 営業の顧客対応時間 1割増

受賞

テレワーク推進賞（2008）
日経ニューオフィス賞（2009年：品川本社、2011年：飯田橋本社）

ソリューション例

SmoothMeeting 
（タブレット端末活用会議ソリューション）

オフィス改革開始～本社全体改革へ
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（飯田橋本社移転前との比較）

働き方改革の 

実践による効率化、 
生産性向上は、 
売上総利益率の 

継続的改善に 

結びついています。
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「EmpoweredOffice」見学社数／見学者数
（社／人）

 見学社数　  見学者数
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働き方改革 
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サービスによる 
お客さまへの価値提供

03

2012年～ 国内13拠点、海外1拠点でオフィス改革実践
  拠点ごとに地域特性を踏まえたオフィスづくり

受賞

日経ニューオフィス賞 
（2013年 2拠点、2014年 4拠点、2015年 1拠点）
日本ファシリティマネジメント大賞 [奨励賞 ]（2014年）

ソリューション例

SmoothSpace 
（プロジェクションマッピングの技術を活用して離れた空間と
一体化したコミュニケーションを実現するソリューション）

全国拠点でのオフィス改革 テレワークの取り組み

2015年 育児中の女性を対象に在宅勤務実証実験 
　　　　　 （ウーマンズプロジェクト） 
 →P.33「女性の活躍推進」もご参照ください。
2016年 テレワーク実証実験
2017年 テレワーク勤務を全社導入

主な成果

時短勤務者逸失労働時間 約50％回復
業務効率化 4.5時間／月（一人当たり）

受賞

テレワーク推進賞（2016、2018）
テレワーク先駆者百選（2017）

ソリューション例

テレワークウォッチ（在宅勤務管理システム ）
Zoom（共創ワークソリューション）
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当社の働き方改革は、 
自ら実践し、お客さまに 

見て共感していただく点が 

特長の1つです。 
見学者数は累計で4万人を 

超えています。
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特集：働き方改革を通じた企業価値向上

02 働き方改革 第２フェーズへ
「共創ワーク」×「DX技術」で 
イノベーションを誘発する働き方に挑戦しています。

　働き方改革の本質的課題であるイノベーション創発の加速に向け、当社は、働き方改革を第2フェー
ズへと進化させています。
　AI・IoT・RPAといったDX（デジタルトランスフォーメーション）技術を活用し、事務的作業を徹底
的に削減するとともに、従業員一人ひとりが、お互いの持つ情報、ノウハウ、スキル、人脈などの知見
＝インテリジェンスに簡単にアクセスし、結集できる仕組みを取り入れています。さらに、「Zoom」を
導入して、いつでも社内外とすぐにつながり、結集した知見をフル活用して新しいアイディアを生み出
す「共創ワーク」を実現しています。
　2018年1月に設立したCVCファンドも活用して最先端技術の導入も促進し、全社一丸となってイ
ノベーション創出に向けた取り組みを加速させていきます。

社内外との共創ワークを加速するプラットフォーム

SE（システムエンジニア）フロア：フロア導線の中心に位置し、
オープンイノベーションを創出する共創エリア

営業フロア：SEフロアとZoomで常に結ばれ営業とSEが共
創するエリア

最先端技術の活用

DX技術

インテリジェンス 
コネクト※

拠点

お客さま パートナー 
ベンダー

知見の
プラットフォーム

お客さま情報、市場動向など 

インテリジェンス活用

AI

IoT

RPA

社内外との 
共創ビジネスプラットフォーム
社外や他部門と連携し新たな技術や

アイディア、市場と共創し
成長領域を生み出す

見える化・分析
働き方統制管理

共創ワーク

組織を超えた 
チームワークプラットフォーム
お客さまの声、市場変化を察知

Zoomを活用した 
会議回数

2,620 回／月
うち3割が社外、1割が海外

2018年2月時点

海外

社外 社内

※「知りたい」「聞きたい」を自動で 
つなぎ、業務のスピードアップや
品質向上を目指すサービス 
（当社の登録商標）
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特集：働き方改革を通じた企業価値向上

03 サービスによるお客さまへの価値提供
お客さまの幅広いニーズに対応し、お客さまの働き方改革をサポートします。
ここでは、その一部をご紹介します。

アサヒグループホールディングスさま

AIを活用したヘルプデスク業務の効率化

課題

社内のOAヘルプデスクに、年間7万2千件もの電話による
問い合わせが寄せられているなか、ヘルプデスクの生産性 
向上と、問い合わせ者が自己解決できることによるリテラシー
向上を図りたい。

ソリューション

社内のニーズを熟知するお客さま側と当社の合同チームによ
る開発を実施。AI技術を活用して問い合わせ内容を理解する
チャットボットが24時間365日応答し、それでも解決しない場
合にはヘルプデスクのオペレーターに誘導するシステムを2017
年に構築。

お客さまのご感想

「問い合わせへの即時応答率は電話とあわせて50%から70%
まで改善し、社員からも好評を得ている。ヘルプデスクの生産
性が向上し、運営コストも削減できた。AIヘルプデスクのノウ
ハウを活かし、2018年以降は人事部門など他の業務領域の
問い合わせ対応についても適用を進めている。」

スコープさま

拠点統合プロジェクト

課題

分散したオフィスを統合移転により1フロアへ集約。価値を 
生み出す「企画集団」として、部門を超えたコミュニケーション
によりさらなる創造性を引き出せるオフィスづくりを目指す。

ソリューション

創立30周年の節目にCI※1、VI※2まで一新されるお客さまの想
いを受け、コンサルからICTインフラ整備、オフィスデザインま
でお手伝い。デザイン性の高いオフィスの中に、Zoom等最
先端の共創環境も整備した。

お客さまのご感想

「コンサルフェーズで現状を診断・分析して課題を詳らかにし、
新オフィスコンセプトを構築、そのまま実現できた。NECネッ
ツエスアイを見学し具現化すべきプライオリティを明確に描け
たことも大きい。」

導入事例 1　 導入事例 2

AIヘルプデスクのチャット画面

オープンなグラス空間で新しいアイディアが次 に々生
まれるミーティングルーム

絵の具が混ざり合うように、さまざまな人々が活発
に交流する多目的コミュニティスペース「パレット」
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※1 CI： Corporate Identity
※2 VI： Visual Identity
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